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概要

AHP（Analytic Hierarchy Process，階層分析法）においては，一対比較を

基に，評価基準や代替案の重要度が求められる。重要度の算出には，通常，固

有値法または幾何平均法を用いる。Excelを用いる場合は，幾何平均法が簡便

であるが，固有値を求めないので，整合度の計算が行われない。そこで本論文

では比較項目が 3つの場合に限って，Microsoft社の Excelによる固有値およ

び重要度の求め方を提案する。

１　はじめに

AHP（Analytic Hierarchy Process，階層分析法）は，その性質上 Excelを

始めとする表計算ソフトウエアとの相性がよい。実際，重要度の計算に幾何平

均法を用いることにより，AHPの手順を簡単に実行することができる。ただし，

幾何平均法で問題になるのは，整合度の計算である。AHPの固有値法におい

ては，　次の一対比較行列　に対し，固有値問題

を解き，重要度　と求められた最大固有値　　 により整合度
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高萩他[10]に詳しい。 

 本論文では 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3 の時に限れば，固有多項式が簡便な形で書けることか

ら，簡単にニュートン法により固有値を求めることができるので，その結果を

基にして最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用

して重要度の計算法を提案する。 
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であることが示されている [8]。　　 の係数は 0 であることに注目されたい。
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 本論文では 𝑛𝑛𝑛𝑛 = 3 の時に限れば，固有多項式が簡便な形で書けることか

ら，簡単にニュートン法により固有値を求めることができるので，その結果を

基にして最適化問題の解を探索する Excel のアドイン機能である Solver を利用

して重要度の計算法を提案する。 
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図 1

尚，3次の一対比較行列に対する一般論から，

であることも知られているが [3][4][7]，これにより検算すると，

が確かめられる。

３　Solver による重要度

表計算ソフトウエアによる，固有ベクトルと重要度の計算は，高萩ら [10]

によるべき乗法の実現が有用であるが，ここではあえて Excelの Solverを用

いた方法を提案したい。

重要度の初期値として　　　　　　　　　　　 を用いた。これに対し積　　

を入力したものが図２となる。
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またニュートン法で計算した固有値を使って　　　 を入力したものが図 3と

なる。

図 3

　が固有ベクトル（重要度）であれば， 　　　　　　 となるように計算さ

せるために，最小二乗法の考え方に倣い [1]，　　　　　　　　を入力したもの

が順に，図 4,5 となる。

図 4

図 5

あとは重要度の合計が 1 となるように制約を置き，　　　　　　　　の最小

値を，Solver に解かせればよい（図 7）。
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図 6

図 7

図 8が計算結果となる。

図 8
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